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難溶性微粒子として沈着した放射性セシウム含有粒子の特徴 

山口紀子 1・小暮敏博 2 

1農業・食品産業技術総合研究機構 農業環境変動研究センター 

2東京大学大学院理学系研究科 地球惑星科学専攻 

過去の原子力発電所の事故や大気圏内核実験によりから放出された放射性セシウムの

大部分は、ガス状であり、大気中を輸送される過程で硫酸エアロゾル等に取り込まれ、可

溶性の塩として地表に沈着したと考えられる。このような放射性セシウムの大部分は、雨

水などに溶解し、土壌や河川堆積物中に存在する風化雲母などの粘土鉱物に吸着して存在

している。ところが、東京電力福島第一原子力発電所の事故では、放射性セシウムが、ガ

ス状としてだけでなく難溶性微粒子としても原子炉から放出されたことを示す証拠が得ら

れてきた。本講演では、難溶性微粒子として沈着した放射性セシウムを含む微粒子（以下

放射性微粒子）の形状や元素組成を電子顕微鏡および蛍光 X 線分析により解析した最近の

研究成果を紹介する。 

Adachiら 1は、2011年 3月 14日～15日に茨城県つくば市で採取されたエアロゾル中

に、放射性セシウムを含む直径 2.0～2.6 µmの球状の微粒子を発見した。この微粒子には、

セシウムの他に鉄、亜鉛、スズ、ルビジウム、ウランなどが含まれており、これらの元素

はすべて核分裂生成物、あるいは原子炉に使用されていた元素と一致していた 2。すなわち

放射性微粒子は、原子炉内で生成したと考えられる。また、水や酸に浸潤した後のエアロ

ゾルフィルターからも同様の粒子が見つかったことから、微粒子は難溶性であると考えら

れた 1。同様の球状の放射性微粒子は、福島県内で採取したスギの葉への沈着物などからも

見つかった。主成分がケイ素と酸素であること、電子回折像より非晶質であることが示さ

れたことから、放射性微粒子の実体は、珪酸塩ガラスであることが明らかになった 3 。こ

れまでに同定した放射性微粒子は、直径 0.5～2.5 µmであり、粒子あたり 0.5～5 Bqの 137Cs

を含んでいた。仮に直径 2 µm、比重 2.6 g/cm3の球状粒子に一様に 137Csが分布している場

合、粒子あたり 1 Bqの 137Csは、1 kg換算で 90 MBqに相当する。水溶性の放射性セシウ

ムを吸着した土壌粒子と比較し、この放射性微粒子は、非常に高濃度の放射性セシウムを

濃縮しているという特徴がある。 

汚染地域での分布や沈着量、環境中における風化速度等、放射性微粒子には未解明の

点が多いが、その高濃度の放射性セシウム故に、放射性微粒子の沈着量が多い可能性のあ

る地域での除染作業では、放射性微粒子の再飛散を最小限に抑えることが重要である。 

引用文献 1 Adachi, K., et al. (2013) Sci. Rep. 3, No. 2554. 2. Abe, Y. et al. (2014) Anal. 

Chem. 86, 8521–8525. 3. Yamaguchi, N. et al. (2016) Sci. Rep. 6, 20548. 
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